
市民意尊重
ねEくし1::.哲拡、鞘綴JIIと手蹟盟立方こまれ窃需と歴史に接
ぐくまれ車説県予の車鶴で曹.
ね'Ii!<しIi!君主主、田画製持文詑蔀議事めざす甫E主としてのお
り者もち、窃白への麗いをこ持て、ことに市民聾輩聾定めま亨.
7l<と醗e:t世記事いtJ<¥っぱい由龍およいあび己犯しま亨
由と体聖書主主 5主宰生きと鶴巻梓ぴゆ<"びこiこしま亨
老人華大混にし そFども車事を持て率宅金諸島びこにし診す
ふるさとを離し文寵を高め聾が忽あびとにします
みん草で話しo(，¥毒事り聾守り 絞るい事びとにします
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議-1:語感

i事

一m民
の
み
お
ち
ん
の
…
盗
刀
で
昭
務
総
怨

f
同月
4
M
F
D
始
習
っ

た
資
源
化
務
幾
獄
、
康
問
は
滋
み
緩
滋
し
て
零
時
院
し
だ
。
し

か
し
、
近
年
の
急
措
慾
叫
の
常
事
佑
応
よ
り
、
吋
唯
一
芳
多
酷
影
山

し
て
い
ま
す
。
ヨ
誌
の
署
殺
、
譲
昌
喜
義
ベ

総
務
一
蹴
輔
の
ご
協
力
後
滋
綴
い
し
ま
挙
。

ク
リ
i
ン
セ
ン
タ
ー
世
(
同
町
)
0
0
4
6

13 • 7ドコース

lJH設からは、家屋筆:プミ・撃を
i療関j奴を王子守主どおり行います

資
源
化
鱗
裁
で
は
、
資
制
開
閉
問
削
帆
悶
同
体

か
ら
山
関
さ
れ
た
変
緩
を
附
開
削
帆
識
者
が
回

収
し
、
間
出
晶
体
に
府
知
上
金
が
支
払
わ
れ
る

と
と
も
に
、
中
市
か
ら
陸
相
帆
脇
臓
と
殻
融
市
数

じ
応
じ
て
奨
同
棚
倉
が
ふ
先
払
わ
れ
ま
す
ω

こ
れ
ら
収
談
会
は
、
自
治
会
で
行
う

パ
ス
旅
行
、
金
総
り
な
ど
の
滋
激
変
や

子
供
会
的
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
遠
足
な
νc

に
有
効
に
制
問
縛
さ
れ
て
い
ま
令
。

山
同
年
度
に
は
、
交
滅
的
売
上
金
が
8

9
7
万
8
0
0
0
m円
、
市
か
ら
泌
総
悶
凶

体
へ
の
奨
時
制
金
が
3
0
2
6
一A
4
0
0

0
m円
、
合
計
8
9
2
4
万
2
0
0
0仰

が
間
関
級
制
W
体
に
還
元
幸
れ
ま
し
た
ロ

ま
た
、
今
年
療
上
半
期

(
4
R
8
9

月
一
に
お
い
て
は
す
で
む
「
術
紙
'
z
E
口

融蝋総い

1
5
0
8
J
、
吋
後
ピ
ン
」

7
0

9
J
、
「
金
属
‘
後
カ
ン
」

6
8
8
J
が

凶
波
容
れ
、

1
6
l
8
万
0
0
0
0
0
円

的
奨
励
金
が
や
丸
払
わ
れ
て
い
ま
す
e

間
収
資
粛
の
ゆ

く

え

こ
の
よ
、
つ
に
、
み
な
事
ん
の
協
力
で

開
問
叙
さ
れ
た
炎
擦
は
、
間
同
開
明
後
そ
の
ま

直接持ち込みの場合
一時的にゴミが多量に言うる場合や至急Jこ処分したい場合はク
サ…ンセンターへ被害妾持ち込んでください

午前8終30分から11絡30分
静B草寺 12月29・30日

午後1鈴から4善寺
l41f' 1月から 6Jlまて'の奴絡
しましたのぞ、ご驚ください。

年
来
、
蓄
は
、
す
が
多
一
策

i
ゴ

ミ

袋

巴

ま

に

は

、

警

ン

金

カ

ン

な

ど

の

護

る
時
期
で
す
@
ル
ー
ル
を
」
す
り
、
守
、
、

1
1

が
入
勺
て
い
る
こ
と
カ
み
り
ま
す
。
ピ

嘉

数

は

ご

雪

く

だ

三
m

必

ず

各

部

在

ン

a

カ
ン
が
議
官
投
入
さ
れ
る
と

ゴ
ミ
は
庇
し
く
分
別
(
友
筏
務
削
附
〉
安
婦
怖
が
入
ら
向
ょ
う
蕊
分
の
お
す
ブ
食
擦
な
資
憾
の
談
売
の
み
な
ら
ず
、
捜

し
、
級
裁
期
一
日
の
務
8
時
加
八
百
ま
で
に
ミ
に
は
務
涯
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
川
却
が
を
い
た
め
品
脱
線
約
機
関
に
な
り
ま

決
め
ら
れ
た
銭
機
嫌
に
出
し
て
く
だ
き
ゴ
ミ
袋
に
は
必
ず
名
前
を
参
き
ま
し
ょ
す
e

ぃ

。

襲

縫

以

外

に

学

長

撃

に

う

お

ス

プ

レ

ー

怨

の

円、、灯時れお
d
M

九日
f
ピ

ン

や

方

ン

は

山

出

し

万

…

人

口

と

り

が

設

で

き

し

な

資

源

で

す

ス

プ

レ

ー

缶

室

斎

ボ

ン

べ

な

ど

齢
制
づ
く
り
を
心
鈴
け
ま
し
ょ
う
。
ゴ
ミ
と
し
て
駁
捻
き
れ
た
も
の
の
中
は
、
緩
外
な

yふ
官
会
な
場
殺
で
ガ
ス
抜

は
だ

紙
。
ダ
ン
ボ

i

ド
口
ド
世
に
溶
か
し
て
‘
制
料
紙
工
場

で
機
生
紙
(
務
総
紙
、
ト
イ
レ
ァ
ト
ベ

i
パ
i
な
い
と
〉
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。

ま

1
2
7
i
-制
問
凶
組
U

ふ
と
し
て
生
ま
れ
液
わ
る
も
の
と
に
大
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
i
で
鉄
電
ア
ル
と
、

判

明

き

れ

事

℃

そ

の

俄

約

金

融

判

に

骨

け

ら

れ

、

絞

鉄

所

同

川

湖

一

四

日

間

関

誌

ア

ル

ミ

製

品

日

;
:
;
、
l

t

1

1

1

4

7
主
E
J
Z
主

主

一

撃

・

お

藩

一

《
・

2
い
に
法
品
印
し
て
閣
内
初
出
射
さ
れ
ま
す
α
r
i
l
l
i
l
i
-
-
!
1
1
1
1
1
…

そ
の
銘
打
ば
ン
や
ず
ラ
ス
は
、
総
紛
に
古
務
な
ど
は
、
は
ir
匂
ん
ど
が
地
抑
制
庁
に

分
け
こ
ま
か
く
砕
冬
、
も
フ
一
度
溶
か
檎
山
的
事
れ
ま
す
胆
ま
た
、
臨
時
械
工
場
ぞ

し
て
新
し
い
が
ラ
ス
製
品
に
生
ま
れ
後
機
械
の
抽
の
ふ
き
有
用
な
ど
に
島

わ

り

£

示

。

わ

れ

ま

す

。

護費漉艶上雲散@

鍵覇畿のしくみ
錨
工事

tえ 対

:zZS221議室そ12pi
mな、教分コ句 、‘ F長 詩文す一て分

?雲量Eji警護塁 審 委主をZ
令書225喜善5おき 話量ミー
っくーまで針潟町宮れ2 脅しグゲい
いだ藤せず‘る限器 3二 的、ス切
てき諜十ん チ荘司v、1..手ケ主主つ

うし:喜一?;震い-7522 
主主宰議イ史埼絶対の長乙

ゴミ・資源の正しい分け方・出し方
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通~l段重寵8のうち@聞のとこるは縫白また

は童毒殺凌更して話器ります。

慰霊署語表、総ヂ干コミと家総ご10'乏の正しい分

I:tJ宮、出し7古{品守麺唱をにご銭ください。

盟主

子総
来
年
始
A
W

議
務
然
出
円
世
置
し
ま
す
命
以
に
か
と
あ
わ
た
だ
し
い
怨
末
、
荷
役
部
閉
脚
縮
。
も
初
日
を
遜

ぎ
る
と
大
変
渓
み
合
い
恋
す
。
必
要
審
園
間
hz綴
ww
な
ど
の
察
車
線
散
は
、
猿
払
却
に
出
何
時
酔
お
れ
る
よ
う

豪

い

し

事

。

室

、

襲

撃

震

の

笥

審

議

、

4
E譲
与
し
た
の
で
ご
総
く
だ

お
い
，

投錨
す年
末 !>J:九

年都\~l'週
末始 はよヨ
は主主 一一由

経if
カー{!豆
急務

臨

t~ 

量E語訳際ゴミu豆主義正31.f祝祭812:当たつ主主総
合i立、次箇礼貴重義包になり霊祭宅言。

時朝夕ンボール椅夜ゴ殺人れiこ綾織し主主い

でくださ5い。

{
家
殺
〕
の
と
お
り
で
す
。
い
ず
れ
も
絞

療
時
燃
は
午
議
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま

で
で
す
α

な
お
、
政
均
即
日
か
ら
1
持
3
m
m
ま

で
の
附
内
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
官
〈
部
)

1
3
1
3
で
も
お
知
ら
廿

L
辛
?
忽

@
休
語
教
怒
鳴
鵬
科
診
療
幅
削

V
制
町
四
向
日
月
却
日
か
ら
1
月

4
aま

でEv
受
付
時
鮒
午
前
9
時
か
旬
日
時
開

分

ま

で

〈

日

曜

・

体

調

当

番

悪

〉

V
場
所
市
民
会
室

2
蹴
惜

wv
注
意
制
問
機
保
険

制
札
止
鈴
療
代
金
は
忘

れ
ず
は
ご
持
事
く
だ

さ
い
。
wv
問
い
合
わ
せ
休

日
絞
め
品
録
制
付
診
療
所

宮

{
u
m
)
1
3
1
1

祭
主
ら
ま
せ
ん
め
で
句
」
注
梅
品
く
だ
さ

@
仙
市
曲
間
体
務
総

年
末
は
刊
同
月
間
制
緩
ま
で
、
年
拍
闘
は
1

同月
6
闘
か
ら
で
す
。

な
お
‘
然
総
中
は
市
E
凡
龍
務
総
仕
咽
訟

の
予
約
聖
竹
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
総
裁

く
だ
普
い
a

。
つ
つ
じ
務

年
求
は
ひ
un
鵠
日
ま
で
、
部
品
州
は
1

月
4
n
w
か
ら
で
す
。

年
米
は
M
M
m
月
四
日
ま
で
、
年
品
開
は

1

@
中
央
公
渓
銭

月
4
お
か
ら
綴
務
を
同
開
拾
し
ま
す
。
年
来
は
日
M
m
バ
部
日
ま
で
‘
年
数
は
1

内

μ
同
月
自
白
か
ら
Z
肉
丹

3
日
ま
で
の
問
問
、
関
門
4
E
か
ら
守
す
。

部
凡
な
脇
町
受
理
お
よ
び
死
体
娘
夫
葬
許
⑬
滋
鱗
セ
ン
タ
ー
、
市
幾
セ
ン
タ
ー

河
誌
は
、
本
庁
地
階
的
守
品
開
耐
織
で
絞
り
竿
戒
は

U
R鵠
nH
ま
で
・
部
品
尚
H
M
l

扱

い

ま

す

。

月

5
5
か
ら
で
す
命

な
お
、
東
葛
中
耐
郡
地
紋
総
合
同
開
発
一
事

務
相
魁
合
的
心
円
棚
勝
機
寸
み
た
ま
世
間
〈
絵
中
市

布
位
四
)
」
は
、

1
n
l
尽
か
ら
3
n口ま明、

ル
杯
第
せ
て
い
た
だ
事
ま
す
m

調
留
一
、
y

…爵

@
湖
叩
泌
総
書
館

事
館
‘
分
総
と
も
年
末
は
比
例
月
初
B

ま
で
、
年
執
は
I
n
6
日
か
ら
問
問
付
臨
し

ま
す
。な
お
、
徐
鈴
中
は
金
銭
と
も
本
的
抵
一

官
器
開
錨

緑1・2T語、鋒I-2T臣、畿、車、滋喜子潟、高野山新潟、下ケ戸‘阪発戸、関塁悪戸新沼、総務、
天王台1-6γ札業我孫子 1 ・ 2T詩、豊長崎、滋稔脅街地(1 ・ 2 号機、4-13号機、 23~33号機、

50-60号棟、喜幸-72号棟、 74-86号様)

1~5T語、護軍範幸器廃、担割1と世 1~67 語、湖北台草-107 目、中主章、<l>Æ豊新隊、中持、書戸‘

続本野1-47呂、布鋭、有住 1T龍、江草草地、憲章、続々獄、総島新怒、大作新問、浅湾総量奇泊、

可慶喜者E語、高佐平和吉1-77目、事後酉町

車喪蒔子1'2T富 1 ，明記告1~6T 量 |つ(t野1~IT 詰

高野由、高野ul軒罰 1，萌北台8-1告す語 lつ〈も野

"査書 1-6τ~ 1欝蕗 i久寺輩
下ケ戸 |露草i'i酷 i事寵 I (学園通り、
柴崎{域下、饗子麗|開発戸軒器、理器戸i欝ul‘曹申告1-4，1パー1
勿毒自治脅を宮む)I 目 |吉む}

側川T目 i ゆ 1')T量(

淡内…I有料、安全…外斜、党，，/J、党斜、滋外 壁議外科、磁一級事事経外科、

号室、怒彩外科、量主 主m科、言語…泌段器科、祭主華…産総人草寺、主事 .1年
鼻科、五程 変高島料、怒・・詰i料、宵・湾総然、形・形成外科、理・液学

者撃法科、害覇。“i議事襲器科

'lJ! 高

。出H掴噛・品和田
H
山
崩
醤
館
関

年
来
牛
品
仰
の

g
m鴫
・
体
陪
品
川
一
番
院
は
、

制
鴨

1

議

79u
 

ヱ

?総
務

{倉

品川業
《

υ

工

4

増

田

容

格
部

3

臨
時
刻

嶺

(

制
開
設

天王古設機I李総

f主将Z)1 4 1 1 

検}渋~需主容を本ìi議議

室主 {毒事)91 31 

特許3長路君主機水滋I議長;喜善成 長吉 設翁

まま (82) 2018 i 絞 {事事)12 1 1 

く年末年始漏水当幾康〉

町
工
事
抑
制
〈
上
褒
}
へ
ど
連
絡
〈
だ
bp
い
e

の
で
ど
は
緩
く
だ
き
い
a

縁
語
は
占
有
料
で
す
Q

品W
繍
水

Lτ
い
草
分
ん
か

会
制
酬
の
水
遂
の
民
日
を
附
閉
め
て
メ
ー

タ
ー
を
両
見
て
く
灯
さ
い
。
メ
ー
タ
ー
の

幾
品
開
(
下
閉
山
参
期
)
が
設
し
で
も
閉
山
っ
て

い
れ
ば
、
ど
こ
か
で
機
水
し
て
い
る
変

・

ぺ

誌

で

す

。

後

ゑ

当

番

践

に

鯵

淡

を

俊

桜

し
て
〈
だ
き
い
a

un約
百
か
ら
1
R
3
日
ま
?
の
問
欄
嶋
本
な
ど
に
よ
り
綴
締
本
盈
が
多
く

に
漏
木
率
一
放
が
品
り
ま
し
た
ら
、
品
川
番
な
っ
て
も
、
料
金
品
減
免
時
れ
ま
せ
ん

濁
惑
自
習
鹿

臨
時
E
F
臨
時

官
2
4
鯖

ム
的
リ
一
れ
一
日
的
げ
む

第147~器

星
闘
を
掠
品

τ潟
水
を
チ
Z
4
y

ク
し
ま

L
F
9
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選議

⑧ 
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、 し駿ぃ綴部

三手日二!二i二;工そ乃警官2結審議書室芸
h二千二主義訪日日時時率三塁
亡さ嬰出!i!ifiip

i Z??よ232LJ222:;Jょに T222るを2????ii 
幸手名守矢妄 2 工会 72 ま守護主筆ご長車各議;量 Z~ 主義
も令フか 時ア')最たまえfぜ系はりこゃく停タ 軍軍

!ij!jlj!;i!jて1jiiiiiiiiliii
Z皇室 トきさ是主主主首 長E撃て襲謹雪雲z童話室ぎs
i主Zz主将主主要5る?室長JEi鮭よ棄宗主
ぷl1.1t1J にノ鳴く依る歯入 にのゐiないカみ

若葉台、併用、選綴鐙m毒事に
よって縁紫ガス祭主主が餐えら

れるカピ童文りF自宅撃の緩繁系IJ)
草壁童話と、駿後タイプ在〉淡浄剤

にl誌、次のよう主主愛子氏がされ
ていま宅t.

陸滋蓮灘窟
必ず幾草され

る絵畿最

十
一
開
け
の
絵
本
林
を
の
ぞ
く
と
屯

文
径
の
ヤ
プ
口
ウ
ジ
が
、
W

吋
殺
り
し
い

お
い
裁
を
つ
け
て
燃
が
つ
で
い
た
a

こ
の
様
物
は
柑
円
究
明
}
そ
低
い
が
幣
絞

め
本
で
、
仙
地
下
遂
を
伸
ば
し
て
よ
く
絞

殺
す
る
。
花
附
加
は
支
で
、
闘
い
小
さ
な
咋
叫
が
裁

や
り
ん
片
緩
め
協
か
い
っ
怒
れ
下
が
る
。

部
く
熱
し
た
岡
市
亥
拭
地
内
し
く
、

L
ば
し

ば
銭
食
用
と
し
て
震
に
徽
え
・
い
り
ー
れ
る
。

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
は
ヤ
?
タ
チ
バ
ム
T

と
い

わ
れ
万
葉
集
に
紙
数
絞
っ
て
い
る
。

zrp 

p
め
LHV義
的
出
漁
師
&
に
お

r

よ
お
り
む
検
事
て
進
ふ
ニ
と
も
あ

i
え

ら
h
U
L

春
白
玉
〈
附
同

i
六
六
九
〉

こ
の
欲
は
「
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
的
実
だ
っ

て
、
あ
ん
な
に
は
っ
き
り
包
づ
く
の
で

す
よ
a

訓
帆
途
も
人
阿
闘
を
忍
ぶ
の
は
や
め

ま
し
ょ
、
7
0

ぞ
う
す
れ
ば
問
時
で
も
ι
拾

え
る
L
、
話
も
で
き
る
で
は
あ
っ
ま
せ

ん
か
乞
と
い
っ
た
絃
味
で
あ
る
a

議
は
識
は
仰
で
赤
い
実
も
換
し
い
の
で

渡
来
的
で
た
い
も
の
と
さ
れ
ち
叩
止
同
月
の

床
的
問
聞
い
降
ら
れ
た
り
、
婚
礼
の
絞
め

仲
間
千
に
添
え
ら
れ
た
り
も
す
る
。

(
文
宣
伎
久
限
俊
一
打
)

陸態翻
必ず襲来され

る量生喪革

轟盛

一感…

一一一一一---

離
宮
と
、
時
都
政
同
月
に
線
路
で
起
き
た
ゆ
事

制服閑
m
淡
浄
淡
に
よ
る
主
緑
m
w
m
凡
な
事
散

を
き
っ
か
汁
に
、
、
必
綴
議
と
厚
必
滞
粛
は
惜
棋

界
に
討
す
る
捻
導
を
行
い
ま
し
た
E

々

と
で
業
界
は
淡
禅
剰
を
ほ
っ
事
り
区
別

し
然
隅
を
き
け
る
た
め
仁
、
「
使
用
上
め

談
窓
L

告
義
体
的
に
し
た
り
、
品
帆
…
仏
紙

淡
訟
を
入
れ
る
な
ど
の
出
副
主
総
率
を
設

け
ま
し
た
信

今
後
は
、
こ
の
↑
宮
前
?
e
・
5335

ク
1
4幅制閥

務
醐

m
gに
注
殺
し
て
洗
浄
判
附
を
滋
よ
干
」

と
を
刷
闘
機
に
し
た
い
も
の
で
す
。

門
司
法
舞
金
洛
繍
隊
員
よ
り

沈
静
封
聞
を
使
う
と
き
に
は
も
熱
気
日
以

外
の
ニ
と
に
も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
M
な

り
ま
せ
ん
e
端
部
帯
引
用
拡
お
け
ん
や
合
成

洗
剤
と
透
っ
て
緩
や
ア
ル
カ
リ
肉
化
学

物
質
で
山
内
れ
を
分
終
ず
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
@
こ
れ
ら
の
化
学
物
殺
は
題
目
線
、
カ
ピ
取
り
、
機
白
な
ど
と
液

身
体
に
つ
〈
と
設
虜
や
粕
燃
は
炎
疲
合
い
分
け
る
必
擦
も
あ
り
ま
せ
ん
匂
し
か

怒
ニ
す
位
震
が
あ
り
、
雨
明
渡
的
緩
い
も
し
、
汚
れ
を
た
め
て
し
ま
う
と
"
い
ろ

の
は
「
隊
議
経
外
泌
物
」
と
し
て
殺
り
い
ろ
な
池
山
剖
聞
の
縫
い
八
万
け
が
便
利
な
よ

滋
い
が
難
訓
き
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
で
う
で
す
。
そ
的
場
合
に
は
、
使
湾
上
的

な
〈
で
も
、
洗
中
力
的
強
い
も
の
は
身
総
畿
を
よ
〈
刊
紙
ん
で
十
分
注
滋
し
て
使

体
へ
の
彩
感
も
強
〈
組
問
潮
時
湾
に
は
‘
い
ま
し
ょ
う
ョ

そ
れ
な
り
の
総
裁
が
必
療
で
す
。
次
犯
は
.
日
月
訪
日
か
ら
総
:
甘
怒
れ

胤
抑
脇
陣
を
ま
め
に
寸
き
れ
ば
、
ぞ
れ
制
限
れ
ん
吋
訪
問
阪
市
判
決
」
的
改
正
に
つ
い
て

強
い
法
制
問
は
弘
要
な
く
、
ト
イ
レ
周
‘
お
話
し
し
ま
す
。

ヤプ百窃拶
(やぶニうじ科}

霧診必
事菩

滋i:
Z費総

<7) 

f寸
I!; 
j;s 
L、
を
媛
つ

丈こ
と

ニ
約
機
副
市
曲
目
泌
知
A
Y
協
同
会
に
、
判
制
度

に
対
す
る
線
総
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
γ

へ
健
絞
め
火
切
き
を
知
っ
て
い

た
だ
務
%
n
n
田
明
か
ら
十
一
?
を
健
慾
後
部
品

と
病
気
内
側
ナ
開
制
発
見
、
悶
ヤ
制
期
治
擦
を
心

掛
け
て
く
ど
さ
つ

d

司
滋
知
時
制
聞
と
滋
知
内
容

調
入
・
擁
鰐
@

麓

盟

轄

の

老
人
保
品
開
制
削
皮
は
、
間
後
以
上
町
人

や
間
後
以
上
で
穏
化
き
り
等
内
総
策
を

受
け
て
い
る
人
的
医
擦
を
行
う
こ
と
を

殺
な
目
的
に
絞
ま
れ
た
削
制
緩

rす§

制
制
的
斡
仁
加
入
し
て
い
る
皆
宰
J
A
が
然

気
や
ケ
牢
で
医
蝶
機
憾
な
ど
で
治
療
を

受
け
た
質
問
閣
は
、
時
間
己
負
綴
州
制
を
叫
聞
い

て
脇
陣
き
ん
釘
納
入
し
て
い
る
際
機
凶
弾

険
か
ら
の
蜘
閉
山
山
金
と
、
問
側
、
県
及
川
V

中市

か
ら
の
負
短
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す白

-

同

位

櫨

名
人
医
療
対
象
者
及
げ
V

託
人
即
位
擦
曲
目

は
部
々
増
加
の
餓
向
い
い
あ
り
ま
ナ
“
中
市

で
は
、
滋
綴
拙
H
め
綴
擦
を
知
る
こ
と
?

総
談
づ
く
り
に
対
す
る
怠
織
金
高
め
て

い
た
ど
~
く
た
め
、
郎
防
弾
楠
日
通
知
在
中
叫
絡

し
ま
す
ω

制
制
度
町
内
淡
な
遂
営
を
綴
る
た
め
、

投
下
授
の
よ
う
な
時
に
詰
忘
れ
ず
に
市

役
務
ま
た
は
各
支
所
に
綴
け
泌
を
し
て

く
だ
さ
い
暢
開
掛
け
山
闘
が
な
き
れ
な
い
と

不
利
捻
を
予
』
う
九
日
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
総
督
く
だ
b

沿い
a

と
ん
な
醐
問
も
‘
棚
田
線
療
の

潔
紛
が
受
け
ら
れ
ま
す

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
市
中
体
制
等
詳
し
〈
は

総
社
談
老
人
総
投
Mm
へ
お
片
時
ね
く
だ
さ

lv 
市
山
一
旅
行
晶
ん
や
緊
急
的
場
合
で
、
や
む
を

得
す
恋
人
間
体
縫
企
後
わ
ず
眠
時
時
慨
を
品
受
け

た
と
き

索
開
体
間
際
的
関
孝
一
E
A徒
代
島
ん
ま
、

は
り
灸
な
ど
の
治
療
を
長
け
た
と
き

③
保
険
滅
的
強
訴
に
よ
り
コ
ル
令
ッ
ト

争
議
入
し
た
と
き

ゆ
廿
鴇
掛
砕
肴
畿
で
な
い
病
院
で
、
法
輔
が

指

滋濁

オ
フ
ィ
ス
の
コ
ン
ビ
A
3
5
5
2
5
i

タ
化
で
ヂ
う
綜
U
6
愛
媛
大
学
ふ
入
学
際
修
士
線
開
祖

ス
タ
ワ
ー
ク
は
増
え
て
い
る
e
出
勤
し
娯
了
後
、
街
吹
田
貝
と
し
て
鈎
応
混
生
物

て
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
机
と
ム
向
か
い
合
わ
に
吋
怖
か
れ
た
e

せ
と
い
う
サ
ラ
リ
ー
?
ン
も
少
な
く
な
愛
車
は
普
通
の
ツ

i
Hソ
ン
グ
照
的
も

い

。

的

。

走

ワ

や

す

い

よ

う

ペ

ダ

ル

に

ハ

!

「
人
数
品
一
時
は
ず
i
タ
格
運
に
、
議
わ
れ
も
ツ
ク
リ
y
プ
を
つ
け
、
効
率
よ
〈
防
止
め

終
日
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
ヂ
ィ
ス
プ
レ
イ
カ
を
綴
す
た
め
、
ペ
ダ
ん
が
最
下
点
い
い

と
に
ら
め
っ
こ
で
し
た
」
と
滋
融
制
不
足
、
き
だ
と
き
ロ
ぬ
が
搾
び
き
る
寸
前
に
な
る

ス
ト
レ
ス
的
解
械
の
た
め
に
、
組
合
的

地
問
酔
滋
鈴
を
品
開
始
。
そ
れ
に
物
足
り
な

く
な
り
昨
年
4
月
に
は
、
殺
様
子
市
自

山

ι絡
り
伎
み
、
一
患
家
都
港
町
比
六
本
木

s…
ま
で
町
議
総
単
治
効
を
鈴
め
た
a

「
片
滋

1
一

広

一

約
m
w
J
で
す
か
ね
号
体
を
鱗
ら
す
の
に

T

7£
か
丹
鋭
い
か
か
り
設
し
た
よ
」
と
慾

∞
∞
一
り
巡
え
る
。

ぬ
一
淡
お
も
‘
融
制
約
丹
生
態
を
総
側
聞
す
る

一
・
小
削
由
党
問
闘
機
内
設
計
、
研
究
で
机
に
向

ー
ス
で
川
町
き
な
と
こ
ろ
と
鎗
寸
。

次
め
よ
τ
フ
な
持
も
.
医
療
疑
的
支
給

償
却
炎
縫
的
所
有
者
は
、
問
削
印
判
山
同
年

1
白
河

E
U夜
夜
、
中
市
内
に
叫
明
宿
す
る
依

却
資
縫
じ
つ
い
て
申
録
し
て
い
た
幻
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
ぞ
、
出
申
告
棚
制

限
ま
で
に
必
ず
柑
制
慾
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
し
な
か
勺
た
り
、
也
氏
当
な
滋
闘
な

く
し
て
成
品
閉
め
申
品
口
を
し
た
場
合
は
、

地中
n税
法
や
市
川
悦
象
例
に
よ
り
滋
科
を

科
す
る
ニ
と
が
あ
り
ま
す
。

償
却
資
療
と
は
ろ
土
地
及
び
家
濯
以

外
的
卒
業
の
混
じ
依
す
る
こ
と
が
で
き

る
資
療
で
、
そ
の
減
儀
時
現
却
額
ま
た
は

減
綴
償
却
臨
択
が
法
人
税
法
ま
た
は
所
得

制
刑
法
的
幾
{
正
に
よ
る
所
得
的
計
鉢
K
淡

申畿はH警5自ttら31臨まで

まえだ まこと

前田翼宰ん〈酬〉

六本木〈東京〉まで

自憲章惑で溺勤する
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